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論 文 内 容 の 要 旨 
【目的】心エコー図による左室収縮能の測定は、心尖部直交2断面において左室心内膜をマニュアルトレースす
ることによる。最近、Advanced automated conour tracking（AACT）法が、心エコー図で左室心内膜を自動ト
レースできる方法として開発された。本法を心尖部直交 2 断面に適応すれば、左室壁運動異常を有する例にお
いても、左室収縮能の自動計測が可能であると考えられる。本研究では、AACT法により左室収縮能の測定を施
行し、その信頼性を検討した。 
【方法】虚血性心疾患の疑いのある連続47例を対象とした。全ての症例で、48時間以内に心エコー図と心筋シ
ンチグラフィーのquantita ve gated SPECT（QGS）を施行した。AACT法では、心エコー図により心尖部4腔像
と2腔像を描出し、検者が各断面において、心尖部と2つの僧帽弁輪部の計3点を指定すれば自動的に心内膜トレ
ースが行われ、引き続いてdisc summation法により左室容量と左室駆出率が自動算出できる。AACT法で測定し
た左室駆出率を、QGSにて測定した計測値と比較検討した。 
【結果】47例中41例（左室壁運動異常を有する29例と有しない12例）においてAACT法により心内膜トレースが
可能で、左室駆出率の測定ができた（成功率87％）。AACT法で測定した左室駆出率は、QGSにより測定した左室
駆出率と良好な相関を認め（y＝0.97x＋2.4，r＝0.91）、平均差異は、0.6±5.5％（mean±SD）と良い一致を
認めた。また、AACT法による左室駆出率の平均測定時間は、マニュアルトレース法と比較±して有意に短時間
であった（7±1vs.37±4秒，P＜0.0001）。 
【結論】AACT法により、迅速かつ正確に非侵襲的な左室駆出率の自動計測ができることが示され、日常臨床で
の有用性が示唆された。 
 
論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨 
【目的】心エコー図による左室収縮能の測定は、心尖部直交2断面において左室心内膜をマニュアルトレースす
ることによる。最近、advanced automated conour tracking（AACT）法が、心エコー図で左室心内膜を自動ト
レースできる方法として開発された。本法を心尖部直交2断面に適応すれば、左室壁運動異常を有する例におい
ても、左室収縮能の自動計測が可能であると考えられる。本研究では、AACT法により左室収縮能の測定を施行
し、その信頼性を検討した。 
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【方法】虚血性心疾患の疑いのある連続47例を対象とした。全ての症例で、48時間以内に心エコー図と心筋シ
ンチグラフィーのquantitative gated SPECT（QGS）を施行した。AACT法では、心エコー図により心尖部4腔像
と2腔像を描出し、検者が各断面において、心尖部と2つの僧帽弁輪部の計3点を指定すれば自動的に心内膜トレ
ースが行われ、引き続いてdisc summation法により左室容量と左室駆出率が自動算出できる。AACT法で測定し
た左室駆出率を、QGSにて測定した計測値と比較検討した。 
【結果】47例中41例（左室壁運動具常を有する29例と有しない12例）においてAACT法により心内膜トレースが
可能で、左室駆出率の測定ができた（成功率87％）。AACT法で測定した左室駆出率は、QGSにより測定した左室
駆出率と良好な相関を認め（y＝0.97x＋2.4，r＝0.91）、平均差異は、0.6±5.5％（mean±SD）と良い一致を
認めた。また、AACT法による左室駆出率の平均測定時間は、マニュアルトレース法と比較して有意に短時間で
あった（7±1vs.37±4秒，P＜0.0001）。 
【結論】AACT法により、迅速、正確かつ非侵襲的に左室駆出率の自動計測ができることが示された。よって、
本研究はAACT法の日常臨床での有用性を示唆したもので、本研究者は、博士（医学）の学位を授与されるに値
するものと認められた。 
 
